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＜問い合わせ＞住所：〒102-0071 千代田区富士見 2-7-2 

担当：サステナブル居住研究センター 柴田・加藤 

電話：03-5211-0585           

『住宅における良好な温熱環境実現推進フォーラム』 

第 8回全体会議を開催しました。 
2026年 8月 7日 

一般財団法人ベターリビング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

全体会議の様子 阿部俊則会長の挨拶 

 

【発表概要】 

冒頭に阿部会長より、 

「カーボンニュートラル 2050 に向けて官民一体の取り組みが進められている中、今年 3 月

に閣議決定された新たな住生活基本計画では、健康面でも効果が期待される温熱環境改善に

資する省エネリフォームの推進などが盛り込まれました。また、改正された建築物省エネ脱

炭素法では、進展する省エネ技術に対応する仕組みや、建築物の環境性能を第三者認証・表

示する制度の創設などが定められました。   

他方、昨年は、全国各地で猛暑日が過去最高を記録しました。熱中症による健康への影響

を考慮すると、夏冬を問わず適切な室温と快適な生活環境を維持することが必要です。省エ

ネ・脱炭素の取り組みと、良好な温熱環境の確保を共に実現することが一層重要です。 

本フォーラムでは、参加団体の皆様方の積極的な取り組みにより、着実に成果を上げてい

ます。皆様に御礼を申し上げますとともに、今後も連携協力する取り組みに期待します。」 

と挨拶がありました。 

『住宅における良好な温熱環境実現推進フォーラム』（会長：阿部俊則 一般財団法人

住宅・建築 SDGs推進センター会長、事務局：一般財団法人ベターリビング）は、第 8

回全体会議を、７月 29日（水）に都内で開催しました。 

会議では、建築物ライフサイクルカーボン評価制度導入と良好温熱環境への期待や、

山梨県の取組み（やまなし KAITEKI住宅）についての講演・報告をいただくとともに、

本フォーラムの活動報告・計画の共有をいたしました。 

今後とも、本フォーラムは、住宅の良好な温熱環境の実現に向けた住宅関連事業者・

地方公共団体及び生活者への普及啓発の取り組み等を、参加団体と連携して実施します。 
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続いて、事務局のベターリビングより、本フォーラムのこれまでの活動報告と今後の取組

みなどを説明しました。 

 

委員等からの情報提供として、①伊香賀俊治委員（一般財団法人住宅・建築 SDGs 推進セ

ンター 理事長・慶應義塾大学 名誉教授）から、「建築物ライフサイクルカーボン評価制度

の 2028 年度施行と良好な温熱環境の住宅への期待」について講演いただき、この中で、今

般の法律改正により、省エネルギー・脱炭素と健康の増進を結び付けた「基本理念」制定の

意義についてもご説明をいただきました。また、②彈塚崇副主幹（山梨県県土整備部建築住

宅課）から、「やまなし KAITEKI 住宅の取り組み」として、独自の認定や補助制度の仕組み

について説明をいただきました。 

 

オブザーバーとしてご出席いただいた、③宮森剛建築環境推進官（国土交通省 住宅局）

からは、ライフサイクルカーボンと断熱の重要性、「上位住宅トップランナー制度」などに

ついて、④尾崎裕子政策企画専門官（消費者庁 消費者安全課）からは、高齢者を対象とし

た入浴時の注意喚起や、室内での熱中症対策の取組みについて、コメントをいただきました。 

 

さらに、⑤苅尾七臣顧問（自治医科大学内科学講座循環器内科学部門 主任教授）からは、

「これまで医療業界では薬物療法や予防指導、個人の生活習慣の改善だけでは抑制しきれな

かった部分について、住環境という周辺の要因にまで踏み込むことで、どこまで抑制できる

かを実証していきたい。このフォーラムの取り組みとも目標が一致するところで、国や行政、

建築業界とも連携しながら、日本の循環器疾患イベントをゼロに近づけていく方向で、一緒

に取り組みたいと考えます。」とコメントをいただきました。 

 

最後に、事務局を代表し当財団眞鍋純理事長より、「本来は別のベクトルを向いた、健康

の維持と、エネルギー消費削減・脱炭素を結びつける新たな法律の規定が設けられたことは、

これまでの研究者、行政や民間事業者の皆様のご尽力の積み重ねの賜物。感謝申し上げると

ともに、本フォーラムの活動に一層のご助言をお願い申し上げます。」と挨拶致しました。 

 

 

 

 

  

本フォーラムのホームページにおいては、生活者様向け・住宅事業者様向け 

コンテンツを充実し、最新の研究成果や、本フォーラムが制作した普及啓発 

ツール等も紹介しています。 

より多くの皆さまに、ご活用いただけるよう、充実に努めてまいります。 

URL： https://www.onnetsu-forum.jp/ 

https://www.onnetsu-forum.jp/
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【第 8回全体会議 開催日時・場所】 

日時：2026年 7月 29日（水）15:00～16:30 

場所：御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター２階 sola city Hall [EAST]（オンライン Zoom）併用 

 

【住宅における良好な温熱環境実現推進フォーラム メンバー（敬称略・順不同）】 

顧問 村上 周三 一般財団法人住宅・建築 SDGs 推進センター  顧問 

 苅尾 七臣 自治医科大学 内科学講座循環器内科学部門  主任教授 

会長 阿部 俊則 一般財団法人住宅・建築 SDGs 推進センター  会長 

副会長 深尾 精一 首都大学東京  名誉教授 

委員 伊香賀 俊治 一般財団法人住宅・建築 SDGs 推進センター  理事長 

 矢部 智仁 東洋大学大学院 経済学研究科 公民連携専攻 客員教授 

 岩前 篤 ウムヴェルト建築総合研究所株式会社 主宰  元近畿大学教授 

 秋元 孝之 芝浦工業大学建築学部長・教授 一般社団法人 ZEH推進協議会代表理事 

 井上 俊之 株式会社日本建築住宅センター 代表取締役会長兼社長 

 

参加団体（全 51団体） 

(独)住宅金融支援機構 

(独)都市再生機構 

(一社)板硝子協会 

(一社)環境共生まちづくり協会 

キッチン・バス工業会 

(一社)建築開口部協会 

(一社)建築設備技術者協会 

(一社)建築設備綜合協会 

(一社)高齢者住宅協会 

(一社)ＪＢＮ・全国工務店協会 

(一社)住活協リフォーム 

(一社)住生活リフォーム推進協会 

(一社)住宅瑕疵担保責任保険協会 

(一社)住宅生産団体連合会 

(一社)住宅リフォーム推進協議会 

(一社)新都市ハウジング協会 

(一社)ステキ信頼リフォーム推進協会 

 

(一社)すまいづくりまちづくりセンター連合会 

(一社)全建総連リフォーム協会 

(一社)全国管工機材商業連合会 

(一社)全国住宅産業協会 

(公社)全国宅地建物取引業協会連合会 

(公社)全日本不動産協会 

断熱建材協議会 

(一社)日本ガス協会 

(一社)日本ガス石油機器工業会 

日本ガス体エネルギー普及促進協議会 

(一社)日本建材・住宅設備産業協会 

(一社)日本建設業連合会 

(公社)日本建築家協会 

(公社)日本建築士会連合会 

(一社)日本建築士事務所協会連合会 

(株)日本建築住宅センター 

日本鋼製軽量ドア協議会 

 

(一社)日本サッシ協会 

日本住宅パネル工業協同組合 

(一社)日本住宅リフォーム産業協会 

(一社)日本設備設計事務所協会連合会 

日本総合住生活(株) 

(一社)日本ツーバイフォー建築協会 

(一社)日本木造住宅産業協会 

(一社)日本レストルーム工業会 

(一社)発泡プラスチック建築技術協会 

(一社)不動産協会 

(一社)プレハブ建築協会 

(一社)ベターライフリフォーム協会 

(一社)マンション管理業協会 

(一社)マンションリフォーム推進協議会 

(一社)輸入住宅産業協会 

(一社)リビングアメニティ協会 

(一社)ＺＥＨ推進協議会 

  
オブザーバー 国土交通省、厚生労働省、経済産業省、消費者庁、東京都、主婦連合会、全国女性団体連絡協議会、公益社団法人

日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会、公益社団法人全国消費生活相談員協会 

事務局 一般財団法人ベターリビング 

 


